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当報告書に関するお問合わせ先： 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社 

お問合わせ窓口 

電話番号：03-5219-5947 

 

〒100－6536 東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 
 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（金融商品取引業者 

関東財務局長（金商）第417号）はフランクリン・リソーシズ・インク

傘下の資産運用会社です。 

 

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｆｒａｎｋｌｉｎｔｅｍｐｌｅｔｏｎ.ｃｏ.ｊｐ 
 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2017年５月31日から2044年３月22日まで 

運 用 方 針 

主に米国の金融商品取引所に上場している

株式および不動産投資信託を含む投資信託

証券に投資を行うことにより、配当収入の確

保と信託財産の中長期的成長を目指します。 

主要運用対象 

当ファンド 

「フランクリン・テンプルト

ン・米国連続増配株マザー

ファンド」受益証券を主要投

資対象とします。 

フランクリン・ 

テンプルトン・ 

米国連続増配株 

マザーファンド 

米国の金融商品取引所に上場

している株式および不動産投

資信託を含む投資信託証券を

主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

株式への実質投資割合には、制限を設けま

せん。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設

けません。 

分 配 方 針 

決算日（原則として毎年３月、６月、９月及

び12月の20日。休業日の場合は翌営業日）に、

基準価額水準等を勘案して収益の分配を行

います。ただし初回分配は第２期決算日

（2017年９月20日）とします。 

 
  

 
 

運用報告書（全体版) 

 

第27期 決算日 2023年12月20日 

第28期 決算日 2024年３月21日 

 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて､「フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株

ファンド（３ヵ月決算型）｣は、2024年３月21日に第28

期の決算を行いましたので、第27期、第28期の運用状

況と収益分配金をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 
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○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

19期(2021年12月20日) 11,629 40 11.1 81.1 － 14.1 1,354 

20期(2022年３月22日) 10,691 1,660 6.2 90.8 － 15.7 1,280 

21期(2022年６月20日) 11,218 40 5.3 78.4 － 13.6 2,159 

22期(2022年９月20日) 10,501 1,850 10.1 88.3 － 15.4 2,805 

23期(2022年12月20日) 10,014 40 △ 4.3 78.4 － 13.6 3,555 

24期(2023年３月20日) 9,461 40 △ 5.1 81.5 － 15.4 3,398 

25期(2023年６月20日) 10,371 40 10.0 83.3 － 14.6 3,582 

26期(2023年９月20日) 10,362 40 0.3 80.6 － 15.7 3,277 

27期(2023年12月20日) 10,187 40 △ 1.3 82.2 － 15.7 2,932 

28期(2024年３月21日) 10,713 80 5.9 84.3 － 13.0 2,653 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 市場に広く認知されているベンチマーク等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファ

ンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第27期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2023年９月20日 10,362 － 80.6 － 15.7 

９月末 10,010 △3.4 81.8 － 15.5 

10月末 9,768 △5.7 83.3 － 15.6 

11月末 10,086 △2.7 80.5 － 16.0 

(期  末)      

2023年12月20日 10,227 △1.3 82.2 － 15.7 

第28期 

(期  首)      

2023年12月20日 10,187 － 82.2 － 15.7 

12月末 10,098 △0.9 82.4 － 16.0 

2024年１月末 10,418 2.3 81.0 － 15.2 

２月末 10,575 3.8 83.9 － 15.3 

(期  末)      

2024年３月21日 10,793 5.9 84.3 － 13.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。   
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○運用経過  

 作成期間中の基準価額等の推移 (2023年９月21日～2024年３月21日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年９月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期の当ファンドのパフォーマンス（騰落率）は、プラスとなりました。 

株式要因については、保有銘柄からの配当を手堅く確保したことに加え、株式市場の上昇を受けて

価格要因もプラスとなりました。また、米ドル高・円安を反映して為替要因もプラスとなりました。 
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 投資環境 (2023年９月21日～2024年３月21日)
 

当作成期の米国株式相場は、上昇しました。 

期の前半は、米連邦公開市場委員会（FOMC）

でタカ派的なメッセージが打ち出され、米国

国債利回りが上昇したことなどから、株価は

下落しました。その後も中東での地政学的リ

スクが意識される中、不安定な地合いとなり

ました。 

期の半ばは、消費者物価指数（CPI）が鈍化

した一方、雇用統計は底堅さを示し、ゴルディ

ロックス相場（適温相場）が意識されたこと

で、株価は上昇しました。また、FOMCを経て利

上げサイクルの終了と2024年の利下げ開始への期待が高まったことも、株高につながりました。 

期の後半は、堅調な雇用統計や企業決算、人工知能（AI）関連銘柄を物色する動きなどから、株

式市場は上昇しました。その後も米半導体大手エヌビディアが好決算を発表し、AIブームが一段と

活気づいたことで、株式市場は上昇を続けました。 

 

当作成期の米ドル・円相場は、米ドル高・円

安となりました。 

期の前半は、FOMCを経て米連邦準備制度理

事会（FRB）の金融引き締めが長期化するとの

観測が強まったことなどから米国国債利回り

が上昇し、日米金利差の拡大に着目した米ド

ル買い・円売りの動きが強まりました。 

期の半ばは、FOMCを経て米国の利上げサイク

ル終了と2024年の利下げ開始への期待が高

まったことから、米ドル安・円高が進みました。 

期の後半は、FRB高官のタカ派的な発言、市

場予想を上回ったCPIなどを受け、FRBによる積極的な利下げへの期待が後退したことから、米ドル

買い・円売りが優勢となりました。その後、パウエルFRB議長がインフレ低下に対する確信は「そ

う遠くない」将来に得られるとの考えを示したことが材料視され、米ドル安・円高が進みました。

しかし、日銀がマイナス金利の解除などを決定したものの、当面は緩和的な金融環境が続くとの見

方が市場で拡大すると、米ドル高・円安が進展しました。 
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 当ファンドのポートフォリオ (2023年９月21日～2024年３月21日)
 

当ファンドは、主に「フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド」受益証券

への投資を通じて、主に米国の金融商品取引所に上場している株式および不動産投資信託を含む投

資信託証券に投資を行うことにより、配当収入の確保と信託財産の中長期的成長を目指して運用に

努めてまいりました。当作成期の運用においては、一定期間にわたって実質的に連続増配をしてい

る銘柄の中から、財務の健全性や収益の安定性等に着目して組入れを行いました。また、銘柄およ

び業種の分散等を考慮してポートフォリオを構築しました。 

 

 分配金 (2023年９月21日～2024年３月21日)
 

分配金につきましては、以下の通りとさせていただきました。なお、収益分配に充当しなかった

利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第27期 第28期 

2023年９月21日～ 
2023年12月20日 

2023年12月21日～ 
2024年３月21日 

当期分配金 40  80  

(対基準価額比率) 0.391％ 0.741％ 

 当期の収益 40  80  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 186  712  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、米国の連続増配を行っている企業の株式および不動産投資信託を含む投資信託証

券への投資を目的としたファンドです。ポートフォリオにおいては、一定期間にわたって実質的に

連続増配をしている銘柄の中から、財務の健全性や収益の安定性等に着目して組入れを行います。

また、銘柄および業種の分散等を考慮してポートフォリオの構築を行う方針です。 

 
 

  



品 名：90053_530040_028_04_フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株ファンド（３ヵ月決算型）_1007132.docx 

日 時：2024/5/2 9:47:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

○１万口当たりの費用明細 (2023年９月21日～2024年３月21日) 

項 目 
第27期～第28期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 86  0.847  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (42)  (0.413)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (42)  (0.413)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.058   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 5)  (0.046)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.013)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.038   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） ( 2)  (0.017)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 （ 業 務 委 託 費 用 ） ( 0)  (0.002)  計理及びこれに付随する業務の委託等の費用 

 （ そ の 他 １ ） ( 0)  (0.002)  権利処理に伴う費用（外国税額分も含む） 

 （ そ の 他 ２ ） ( 0)  (0.000)  金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 96   0.943    

作成期間の平均基準価額は、10,159円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間中の平均受益権口数に作成期間中の平均基準価額（１口当

たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.76％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年９月21日～2024年３月21日) 

 

銘 柄 
第27期～第28期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 60,895 122,419 434,174 879,506 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年９月21日～2024年３月21日) 

 

項 目 
第27期～第28期 

フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 2,132,766千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 4,895,333千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.44   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年９月21日～2024年３月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2023年９月21日～2024年３月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年９月21日～2024年３月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2024年３月21日現在) 

 

銘 柄 
第26期末 第28期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 1,626,924 1,253,645 2,685,810 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年３月21日現在) 

項 目 
第28期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 2,685,810 100.0 

コール・ローン等、その他 1,244 0.0 

投資信託財産総額 2,687,054 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（5,750,694千円）の投資信

託財産総額（5,800,590千円）に対する比率は99.1％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、３月21日における邦貨換

算レートは1米ドル=150.79円です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第27期末 第28期末 

2023年12月20日現在 2024年３月21日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,972,708,561   2,687,054,086   

 フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド(評価額) 2,957,283,220   2,685,810,783   

 未収入金 15,425,341   1,243,303   

(B) 負債 40,121,884   33,204,825   

 未払収益分配金 11,515,555   19,818,676   

 未払解約金 15,425,341   1,243,303   

 未払信託報酬 12,801,120   11,793,294   

 その他未払費用 379,868   349,552   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,932,586,677   2,653,849,261   

 元本 2,878,888,915   2,477,334,557   

 次期繰越損益金 53,697,762   176,514,704   

(D) 受益権総口数 2,878,888,915口 2,477,334,557口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,187円 10,713円 
 
＜注記事項＞ 

元本の状況 

当作成期首元本額 3,163,177,569円 

当作成期中追加設定元本額 120,036,042円 

当作成期中一部解約元本額 805,879,054円 
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○損益の状況 

項 目 
第27期 第28期 

2023年９月21日～ 
2023年12月20日 

2023年12月21日～ 
2024年３月21日 

  円 円 

(A) 有価証券売買損益 △23,610,597   161,181,355   

 売買益 7,996,527   173,266,777   

 売買損 △31,607,124   △ 12,085,422   

(B) 信託報酬等 △13,180,988   △ 12,142,846   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △36,791,585   149,038,509   

(D) 前期繰越損益金 3,354,139   △ 38,045,013   

(E) 追加信託差損益金 98,650,763   85,339,884   

 (配当等相当額) (   3,967,101)  (    3,810,028)  

 (売買損益相当額) (  94,683,662)  (   81,529,856)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 65,213,317   196,333,380   

(G) 収益分配金 △11,515,555   △ 19,818,676   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 53,697,762   176,514,704   

 追加信託差損益金 98,650,763   85,339,884   

 (配当等相当額) (   4,162,595)  (    3,948,203)  

 (売買損益相当額) (  94,488,168)  (   81,391,681)  

 分配準備積立金 16,072,259   91,174,820   

 繰越損益金 △61,025,260   －   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

＜分配金の計算過程＞ 

決  算  期 第27期 第28期 

 円 円 

(A) 配当等収益(費用控除後) 14,230,469 27,913,682 

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益 
(費用控除後、繰越欠損金補填後) 

0 69,477,401 

(C) 収 益 調 整 金 37,625,503 85,339,884 

(D) 分 配 準 備 積 立 金 13,357,345 13,602,413 

分配対象収益額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 65,213,317 196,333,380 

(１万口当たり収益分配対象額) (       226) (        792) 

収 益 分 配 金 11,515,555 19,818,676 

(１万口当たり収益分配金) (        40) (         80) 
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○分配金のお知らせ  

 第27期 第28期 

１万口当たり分配金（税込み） 40円 80円 
 
◇分配金をお支払いする場合 
分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◇分配金を再投資する場合 
お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配
金）にわかれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。 
分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残
りの部分が普通分配金となります。 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金
（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＜お知らせ＞ 

 

＜主な約款変更に関するお知らせ＞ 

 

デリバティブ取引の利用目的を明確化し、価格変動などのリスクを回避するため並びに投資対象資産を保有

した場合と同様の損益を実現するための利用に限定する変更、および残存信託期間を20年超へ延長する変更

を行いました。 

（変更日：2023年12月21日） 

 



添付ファンド_9pt_1007132.indd   12添付ファンド_9pt_1007132.indd   12 2024/05/02   9:50:582024/05/02   9:50:58



－ 13 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   13添付ファンド_9pt_1007132.indd   13 2024/05/02   9:50:582024/05/02   9:50:58



－ 14 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   14添付ファンド_9pt_1007132.indd   14 2024/05/02   9:50:592024/05/02   9:50:59



－ 15 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   15添付ファンド_9pt_1007132.indd   15 2024/05/02   9:50:592024/05/02   9:50:59



－ 16 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   16添付ファンド_9pt_1007132.indd   16 2024/05/02   9:50:592024/05/02   9:50:59



－ 17 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   17添付ファンド_9pt_1007132.indd   17 2024/05/02   9:50:592024/05/02   9:50:59



－ 18 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   18添付ファンド_9pt_1007132.indd   18 2024/05/02   9:50:592024/05/02   9:50:59



－ 19 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   19添付ファンド_9pt_1007132.indd   19 2024/05/02   9:50:592024/05/02   9:50:59



－ 20 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   20添付ファンド_9pt_1007132.indd   20 2024/05/02   9:50:592024/05/02   9:50:59



－ 21 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   21添付ファンド_9pt_1007132.indd   21 2024/05/02   9:51:002024/05/02   9:51:00



－ 22 －

添付ファンド_9pt_1007132.indd   22添付ファンド_9pt_1007132.indd   22 2024/05/02   9:51:002024/05/02   9:51:00


